
人と自然が織りなす芸術のまち　　心豊かで伸びゆく美しいまち
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　『ほたる飛びかう清流の里』山村留学実行委員会
は，親と離れ里親のもとから幸田小学校へ通学する
留学生を募集しています。
　山村留学を１泊２日で体験する短期留学に埼玉県
などから１１名が参加し，日本棚田百選の棚田など
で交流を図りました。

（P ９に関連記事を掲載）

路
ろ ぼ う

傍の花　ハナカンナ
（老竹地区個人情報提供）

『山村留学－泥の感触を味わう－』
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１
本
の
丸
太
か
ら
チ
ェ
ン
ソ
ー
ひ
と
つ
で
芸
術
作

品
を
制
作
し
ま
す
。
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
ほ
か
に
サ
ン

ダ
ー
な
ど
の
器
具
を
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

本
町
で
の
大
会
は
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
み
の
一
刀
彫
の

制
作
が
特
徴
で
す
。

　

平
成
12
年
に
霧
島
ア
ー
ト
の
森
が
開
館
し
た
際
に
、

地
元
で
も
何
か
芸
術
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
出
来

な
い
か
と
企
画
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
黒
蕨
壮
氏

（
霧
島
ア
ー
ト
の
森
収
蔵
作
家
）
の
指
導
に
よ
り
約

10
年
前
、
本
町
に
「
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　
　

全
国
か
ら
約
50
名
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参
加
し
、

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
の
２
部
門
に
分

か
れ
て
、
２
日
間
の
べ
６
時
間
で
制
作
し
ま
す
。

　

丸
太
は
、
杉
の
木
を
使
用
し
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

は
直
径
約
60
㎝
、
長
さ
２
ｍ
級
の
大
型
木
材
を
使
用

し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
高
原
フ
ェ
ス
タ
に
あ
わ
せ
て
県
内
規
模

の
大
会
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
が
、
国
民
文
化
祭
を

機
に
全
国
大
会
の
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

50
年
に
一
度
と
さ
れ
る
鹿
児
島
で
の
国
民
文
化
祭
。

　

県
内
各
地
で
様
々
な
文
化
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
本
町
で
行
わ
れ
る
「
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
全
国

大
会
」
は
個
性
あ
ふ
れ
る
魅
力
満
載
の
大
会
で
す
。

高
原
フ
ェ
ス
タ
・
彫
刻
造
形
展
も
同
時
開
催
さ
れ
、

ま
さ
に
芸
術
の
祭
典
で
す
。　

　

全
国
各
地
よ
り
ト
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
湧
水
町

に
集
結
し
ま
す
。

　

１
本
の
丸
太
か
ら
想
像
も
つ
か
な
い
芸
術
品
が
制

作
さ
れ
る
工
程
や
細
や
か
な
動
き
で
約
50
台
の
チ
ェ

ン
ソ
ー
が
一
斉
に
う
ね
り
を
上
げ
る
迫
力
は
圧
巻
で

す
。

　

鹿
児
島
県
の
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
の
普
及
と

技
術
向
上
を
目
指
し
、
国
民
文
化
祭
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
今
年
発
足
し
た
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト

ク
ラ
ブ
。

　

初
心
者
の
方
々
も
気
軽
に
参
加
さ
れ
る
な
ど
、

皆
さ
ん
生
き
い
き
と
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
毎
月
第
２
日
曜
日
に
、
霧
島
芸
術
工

房
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
に
お
い
て
、
講
習
会

や
大
会
に
向
け
て
練
習
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
【
お
問
い
合
わ
せ
・
会
員
申
込
み
】

　

ク
ラ
ブ
事
務
局
（
霧
島
芸
術
工
房
）　

　

☎
０
９
９
５

－

５
４

－

１
０
２
０

チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
と
は

チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
の
は
じ
ま
り

広
が
る
夢
の
共
演
！

栗
野
岳
の
大
自
然
を
舞
台
に

湧
水
町
初
の
全
国
大
会

霧
島
山
麓
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
発
足

大
会
の

「み
ど
こ
ろ
」

一斉にうねりをあげるチェンソーの大迫力！

大会イメージ：日本チェンソーアート競技大会 in 東栄

全国からトップアーティスト集結！
１本の丸太からつくるアート作品

（大会イメージ）

丸太から作品への工程を学ぶ参加者

チ
ェ
ン
ソ
ー
安
全

　
　
講
習
会
の
実
施

全国大会   in 湧水町
（栗野岳レクリエーション村）
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本
町
の
芸
術
振
興
に
尽
力
さ
れ
現
在
、
湧
水
町
観
光
大
使

に
任
命
さ
れ
て
い
る
黒
蕨
壮
氏
（
名
古
屋
市
在
住
）
が
本
年
、

彫
刻
界
を
代
表
す
る
賞
と
も
い
え
る
「
平
櫛
田
中
賞
」
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

黒
蕨
氏
は
、
平
成
13
年
に
霧
島
ア
ー
ト
の
森
で
木
彫
作
品

「
風
の
声
Ⅱ
」
を
制
作
さ
れ
る
な
ど
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト

の
指
導
や
交
流
活
動
に
も
献
身
的
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま

す
。

　

今
回
の
全
国
大
会
で
も
本
町
に
滞
在
さ
れ
、
チ
ェ
ン
ソ
ー

ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
員
と
共
に
、
大
型
丸
太
を
使
用
し
た
作
品
が

制
作
さ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

○
共
同
制
作
日　

11
／
３
～
11
／
６
（
10
：
00
～
15
：
00
）

○
制
作
会
場　
　

霧
島
芸
術
工
房
（
霧
島
ア
ー
ト
の
森
近
く
）

広
が
る
夢
の
共
演
！

2014 制作「天空を刻む」（町道日添線設置）

2008 制作「大地の虹」（栗野岳レクリエーション村設置） 黒蕨氏によるチェンソーアート体験

会場では，アートマーケット（手作り品，カフェ）や木工，チェンソーアート体験
など楽しいイベントが満載です。来場者には，湧水茶のふるまいもあります！
ぜひ，ご近所お誘いあわせのうえ，ご来場ください。

「平
ひらぐしでんちゅうしょう

櫛田中賞」受賞作家　　黒
くろわらびそう

蕨壮氏による　　～ 共同大型作品制作 ～

桜島も望む，雄大な栗野岳の地で開催される
　　　　　　　　　　　　チェンソーアート大会特設会場

【
お
問
い
合
わ
せ
】　

　
　

国
民
文
化
祭
湧
水
町
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　

湧
水
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
９
５

－

７
５

－

２
１
４
２

チェンソーアート 
１１／７･８開催 !
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　マイナンバーとは，国民一人ひとりに割り振られる１２桁の番号です。
社会保障・税・災害対策の分野で個人の情報を適切かつ効率的に管理する
ために活用されます。

★マイナンバーが届いたら・・・してほしい4つのこと★

　●１つ目・・・　送付物の確認をしましょう。
　
　　　　次の３つが入っていますか？　　　◆マイナンバーの「通知カード」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆「個人番号カード」の申請書と返信用封筒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆マイナンバーについての説明書類

　マイナンバーは平成２７年１０月以降，簡易書留で送付されます。現在お住まいの住所
と住民票の住所が異なる場合には，通知カードを確実に受け取ることができない可能性
があります。マイナンバーが通知されない場合は，栗野庁舎住民課，または吉松庁舎住民
福祉課までご連絡ください。

　●２つ目・・・　マイナンバーを管理しましょう。
　　

　社会保障や税，災害対策分野での手続きで，申請書等にマイナンバーを記載すること
があります。また，会社等の従業員は事業主にマイナンバーを提示することになります。
国民一人ひとりが一生使っていく番号ですので，適切な管理をお願いします。

　●３つ目・・・　申請しよう！個人番号カード　
　　

　同封してある個人番号カードの申請書に，記名押印・顔写真を添付の上，返信用封筒
に入れ，郵便ポストへ！ （オンラインでも所定のフォームにより申請可能です。）

　●４つ目・・・　個人番号カード受取
　

　平成２８年１月以降，ご本人が役場住民課又は住民福祉課で受け取れます。受取の際
は，①大切に保管していた「通知カード」②申請後に届く「交付通知書（はがき）」③運転
免許証などの「本人確認書類」をお持ちください。
※住基カードをすでにお持ちの方は返却が必要です。

◎個人番号カードは，自分のマイナンバーを記載した書面を提出する場面，さまざまな本人確
認の場面で利用することができるカードです。今後はさらに利用できる場面を拡大してい
く予定です。

◎マイナンバーが必要な場面とは・・・
　平成２８年１月以降，住民の皆さんの
年金，医療，介護，生活保護，児童手当などの　　　→　　社会保障関係の手続き
税務署等に提出する書類への記載など　　　　　→　　税務関係の手続き
被災者生活再建支援金の支給など　　　　　　　→　　災害対策に関する手続き
行政関係の事務で必要となる大切なものです。

あなたにもマイナンバーが通知されます。

来月（平成２７年１０月）から，

大切な書類です。
間違って捨てない
でね !!

カードは無料で取得できる公的身分証明書です !!
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検　索

検　索

★民間事業者の皆様も，マイナンバーを取扱います★
　事業者は，平成２８年１月以降の税や社会保障の手続きで従業員のマイナンバーを取得し，書
類などに記載します。また，個人情報を守るため，法律で定められた範囲以外での利用が禁止さ
れており，適切に管理・保管することが義務付けられています。

【主な業務】
●　源泉徴収票の作成手続き
●　健康保険・厚生年金・雇用保険の手続き
●　証券会社や保険会社が行う配当金や保険金等の支払調書作成，など

□　従業員のマイナンバーを扱う人を，あらかじめ決めておきましょう。

□　マイナンバーを従業員から取得する際には，利用目的（「源泉徴収票作成」「健康保険・厚生年
金保険届出」「雇用保険届出」）などを伝えましょう。

□　マイナンバーが記載された書類は，カギのかかる棚や引き出しに保管しましょう。

□　従業員のマイナンバーを扱うパソコンがインターネットに接続されている場合は，ウィル
ス対策ソフトを最新版に更新するなどセキュリティ対策を行いましょう。

□　従業員の退職や契約の終了などでマイナンバーが必要なくなったら，マイナンバーの記載
されている書類は，細かく裁断して破棄しましょう。パソコンに入っているデータも削除し
ましょう。

マイナンバーの取り扱いにあたっては，ガイドラインを踏まえた対応が必要です。
　従業員のマイナンバーをその内容に含む個人情報の適正な取扱いのために，民間事業者が最
低限守るべきことや，より万全な対応が望ましいことを示したガイドラインを参照してくださ
い。

 ガイドラインのダウンロードはこちら　　特定個人情報保護委員会

法人には法人番号が通知されます。

　平成２７年１０月から，法人には１法人にひとつの法人番号（１３桁）が指定され，登記上の所
在地に通知されます。

　  法人番号について詳しくはこちら　　　　 法人番号　国税庁

導入準備は進んでいますか？

マイナンバーは生涯にわたって使うものです。大切に管理してください。

マイナンバーコールセンター　☎ 0570 ー 20 ー 0178
栗野庁舎住民課　☎ 74 ー 3111 ／吉松庁舎住民福祉課　☎ 75 ー 2111

問い合わせ先

チェック
リスト



広報 ゆうすい　6

　

１
９
４
５
年
の
終
戦
か
ら
今
年
（
２
０
１

５
年
）
で
節
目
の
70
年
を
む
か
え
ま
し
た
。

終
戦
の
日
の
８
月
15
日
に
は
、
町
遺
族
会
主

催
に
よ
る
戦
没
者
追
悼
式
も
多
く
の
参
列
者

の
参
加
の
も
と
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

各
地
で
も
、
戦
後
の
復
興
の
歩
み
や
恒
久
平

和
に
つ
い
て
考
え
る
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

上
場
小
学
校
で
は
、
８
月
21
日
の
出
校
日

に
あ
わ
せ
て
上
場
地
区
に
居
住
さ
れ
て
い
る

市
来
隼
人
さ
ん
に
よ
る
戦
後
70
年
を
考
え
る

講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
来
さ
ん
は
戦
争

当
時
小
学
１
年
生
で
し
た
が
、
当
時
の
こ
と

を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
記
憶
さ
れ
て
お
り
、

空
襲
時
に
大
慌
て
で
避
難
し
た
こ
と
や
戦
闘

機
が
襲
来
し
た
と
き
の
恐
ろ
し
さ
を
同
校
児
童
12
名
に
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
争
中
は

不
自
由
な
生
活
の
中
で
も
必
死
に
勉
学
に
励
ん
だ
体
験
を
話
さ
れ
、
上
場
地
区
の
大
先
輩

と
し
て
『
物
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
』
や
『
悲
惨
な
戦
争
を
決
し
て
繰
り
返
し
て
は
な
ら

な
い
こ
と
』
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
争
を
体
験
さ
れ
、
そ
の
後
日
本
の
復
興
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
も
ご
高
齢
に
な
り
、
直

接
、
当
時
の
こ
と
を
聴
く
機
会
も
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
へ

当
時
の
こ
と
を
継
承
す
る
こ
の
よ
う
な
体
験
に
触
れ
る
こ
と
で
、
様
々
な
こ
と
を
考
え
る

機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

戦
後
70
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
、
皆
さ
ん
の
周
り
で

も
『
戦
後
70
年
の
意
義
』
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

８
月
30
日
、
町
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
「
四
部
落
太
鼓
踊
り
」
の
奉
納
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
あ
い
に
く
の

雨
天
と
な
り
、
吉
松
中
学
校
体
育
館
で

披
露
を
行
い
ま
し
た
。
約
45
分
も
あ
る

踊
り
は
、
激
し
く
跳
躍
を
繰
り
返
し
、

鉦
や
太
鼓
を
打
ち
な
が
ら
踊
る
も
の
で
、

伝
統
的
な
衣
装
飾
り
に
身
を
包
ん
だ
勇

壮
な
舞
に
、
年
に
一
度
の
奉
納
を
観
に

来
ら
れ
た
多
く
の
方
々
を
魅
了
し
ま
し

た
。

　

こ
の
太
鼓
踊
り
は
、
陣
前
・
堀
之
原
・

市
原
・
松
山
の
四
集
落
を
中
心
に
伝
承

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
島
津
義
弘
公
と

関
係
が
深
く
、
戦
へ
の
出
兵
・
凱
旋
・

雨
ご
い
、
そ
し
て
昇
り
龍
の
踊
り
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

戦
後
70
年
を
考
え
る

四部落太鼓踊り奉納

◆
行
政
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ
と
を
行
政

相
談
委
員
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

本
町
で
は
、川
野
久
美
子
さ
ん
（
吉
松
地
域
担
当
）
と
田
中
修
一
さ
ん
（
栗

野
地
域
担
当
）
の
２
名
の
行
政
相
談
委
員
が
、
国
の
行
政
な
ど
役
所
の
仕
事

に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。
今
回
の
行
政
相
談
週
間
行
事
の
一
環
と
し

て
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日　

時　
　

10
月
20
日
（
火
）　

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
場　

所　
　

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
く
り
の
郷　

研
修
室
３

　
　
　
　
　
　

湧
水
町
郷
土
資
料
館
本
館
（
吉
松
中
央
公
民
館
隣
）

行 政 相 談 週 間 
１０月１９日～２５日
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８
月
４
日
か
ら
８
日
ま
で
４
泊
５
日
の

日
程
で
、
町
内
の
小
・
中
学
生
12
名
と
指

導
者
８
名
の
計
20
名
が
「
恵
み
の
島　

長

島
」
を
野
営
と
自
炊
と
い
う
過
酷
な
条
件

の
も
と
、
長
島
一
周
（
獅
子
島
含
む
）
約

１
２
０
㎞
を
自
転
車
で
回
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
湧
水
っ
子
ｉ
ｎ
長
島
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

事
前
に
研
修
を
２
回
実
施
し
、
テ
ン
ト

設
営
や
炊
飯
、
自
転
車
走
行
研
修
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
本
研
修
で
は
、
カ
ヌ
ー
体

験
や
日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
見
学
、

海
水
浴
、
化
石
発
掘
、
魚
釣
り
な
ど
の
活

動
研
修
を
交
え
な
が
ら
自
転
車
で
の
移
動

を
行
い
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
予

定
通
り
の
行
程
と
な
り
ま
し
た
。

　

途
中
で
転
ん
だ
り
と
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ

り
ま
し
た
が
、
長
島
の
長
い
上
り
坂
、
下

り
坂
が
あ
る
中
で
、
参
加
者
か
ら
は
、

「
登
り
は
き
つ
い
」
や
「
下
り
は
気
持
ち

が
い
い
、
景
色
が
き
れ
い
」
と
の
声
も
聞

か
れ
、
大
き
な
怪
我
も
な
く
無
事
全
員
が

完
走
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
９
月
に
は
事
後
研
修
も
予
定
さ
れ

て
お
り
、
今
後
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
研

修
を
行
い
ま
す
。
夏
休
み
の
思
い
出
と
し

て
、
こ
の
達
成
感
は
深
く
心
に
刻
み
込
ま

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
参
加
者
の
皆
さ
ん

の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

チャレンジャー湧水っ子ｉｎ長島
【スケジュール】

1 日目　阿久根市うずしお館→カヌ
ー体験→青少年旅行村

（26㎞）
2 日目　針尾公園→日本ﾏﾝﾀﾞﾘﾝｾﾝﾀｰ

→松ケ平ｷｬﾝﾌﾟ場（19㎞）

3 日目　諸浦港（フェリー）→化石
発掘→獅子島もくもく館

（20㎞）
4 日目　片側港（フェリー）→太陽

の里（30㎞）

5 日目　行人岳→黒之瀬戸だんだん
市場（23㎞）

①海でのカヌー体験
②獅子島からフェリー

で移動
③自転車走行情況（上

り坂）
④食事もみんなと協力

して

①

②

③ ④
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姶
良
地
区
体
育
大
会

第
70
回
九
州
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

湧
水
町
体
育
協
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
35
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
交
流
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　

期
日
：
７
月
12
日
～
８
月
２
日

　
　
　
　
　
　
　
　

※
入
賞
の
み
掲
載

【
陸
上
競
技
】

▼
小
学
男
子
１
０
０
ｍ

　

第
３
位　

菱
刈　

翔
貴　

14
秒
89

　
　
　
　
　

（
吉
松
小
６
年
）

▼
40
歳
代
男
子
１
０
０
ｍ

　

第
１
位　

植
林　

能
央　

12
秒
96

　
　
　
　
　

（
轟
地
区
）

　

第
３
位　

水
流
添
主
税　

13
秒
70

　
　
　
　
　

（
長
谷
地
区
）

▼
高
校
男
子
４
０
０
ｍ

　

第
１
位　

藤
崎　

圭
祐　

52
秒
71

　
　
　
　
　

（
鹿
児
島
南
高
２
年
：
西
下
場
地
区
）

▼
中
学
男
子
２
０
０
０
ｍ

　

第
３
位　

植
林　

駿
介　

６
分
49
秒
35

　
　
　
　
　

（
栗
野
中
２
年
）

▼
高
校
男
子
３
０
０
０
ｍ

　

第
３
位　

本
村　

佑
太　

９
分
25
秒
21

　
　
　
　
　

（
国
分
中
央
高
３
年
：
北
方
地
区
）

▼
共
通
男
子
５
０
０
０
ｍ

　

第
３
位　

宮
田　

章
也　

16
分
９
秒
94

　
　
　
　
　

（
川
添
地
区
）

▼
小
学
男
子
走
幅
跳

　

第
３
位　

小
妻　

光　
　

３
ｍ
93
㎝

　
　
　
　
　

（
吉
松
小
６
年
）

▼
高
校
女
子
走
幅
跳

　

第
１
位　

原
田　

里
加　

５
ｍ
15
㎝

　
　
　
　
　

（
甲
南
高
校
２
年
：
般
若
寺
地
区
）

▼
50
歳
以
上
男
子
砲
丸
投

　

第
１
位　

大
山　

力　

10
ｍ
48
㎝

　
　
　
　
　

（
西
下
場
地
区
）

【
水
泳
競
技
】

▼
50
歳
以
上
女
子
25
ｍ
背
泳
ぎ

　

第
１
位　

小
吹
智
恵
美　

24
秒
19

　
　
　
　
　

（
中
津
川
地
区
）

【
柔
道
】

　

第
１
位　

湧
水
町

【
剣
道
競
技
】

　

第
２
位　

湧
水
町
Ａ

【
軟
式
野
球
競
技
】

　

第
２
位　

湧
水
町
Ａ

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
】

　

第
４
位　

湧
水
町
Ｂ

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
】

▼
団
体
の
部

　

第
３
位　

湧
水
町
Ａ

▼
個
人
の
部

　

第
４
位　

永
田
マ
ス
子
（
中
津
川
地
区
）

【
ク
レ
ー
射
撃
競
技
】

▼
団
体
ス
キ
ー
ト
の
部　

　

第
２
位　

湧
水
町

▼
団
体
ト
ラ
ッ
プ
の
部　

　

第
３
位　

湧
水
町

▼
個
人
ト
ラ
ッ
プ
の
部

　

第
２
位　

圖
師　

義
寛
（
上
場
地
区
）

【
全
空
連
空
手
道
競
技
】

▼
小
学
１
・
２
年
男
女
組
手
の
部

　

第
２
位　

川
本　

悠
布
（
栗
野
小
２
年
）

▼
小
学
５
・
６
年
女
子
組
手
の
部

　

第
１
位　

福
満
あ
か
り
（
栗
野
小
５
年
）

　

第
２
位　

老
谷　

美
吹
（
栗
野
小
５
年
）

【
ゴ
ル
フ
競
技
】

▼
団
体
の
部

　

第
４
位　

湧
水
町

▼
60
歳
未
満
の
部

　

第
４
位　

竹
ノ
上
洋
輔
（
鶴
丸
地
区
）

▼
60
歳
以
上
の
部

　

第
１
位　

東　

秀
人　

（
停
車
場
地
区
）

　

第
３
位　

西　

千
尋　

（
上
場
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　

期
日
：
８
月
21
日
～
23
日

　
　
　
　
　
　
　
　

場
所
：
沖
縄
県
総
合
運
動
公
園

▼
男
子
１
６
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

第
６
位　

鹿
児
島
南
高　

３
分
24
秒
33

　
　
　
　
　

（
藤
崎　

圭
祐
：
２
年
）

▼
女
子
走
幅
跳

　

第
６
位　

川
島　

杏
純　

５
ｍ
58
㎝

　
　
　
　
　

（
鹿
児
島
高
１
年
：
西
下
場
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　

期
日
：
８
月
28
日
～
30
日

　
　
　
　
　
　
　
　

場
所
：
大
分
県
別
府
市

　

第
３
位　

吉
松
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

８
月
２
日
に
湧
水
町
城
山
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
お
い
て
本

大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
12
チ
ー
ム
が
出
場
し
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
１
位　

幸
大
Ａ

　

第
２
位　

絆

　

第
３
位　

つ
ば
め
Ｂ

　　

各
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果
を
吉
松
庁
舎
生
涯
学
習
課
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

　

℡
０
９
９
５
‐
７
５
‐
２
１
４
２
（
内
線
３
２
１
３
）

ゆ
う
す
い 

の

ス
ポ
ー
ツ

（
敬
称
略
）
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6
12

8
21

8
13-15

7
24

迎え火・送り火
－西下場地区－

　産業廃棄物
　　　関連で功労賞

　川添地区の
　　　　民俗芸能

継続的な
　ボランティア活動

　

西
下
場
地
区
は
、先
祖
の
霊
を
迎
え
送
る
お
盆

の
行
事
と
し
て
、地
域
住
民
で
作
製
し
た
竹
灯
篭

な
ど
約
１
０
０
０
本
を
栗
野
駅
周
辺
に
設
置
し

ま
し
た
。幻
想
的
な
竹
灯
篭
の
ほ
か
、ガ
ラ
ス
や

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
用
い
た
灯
篭
や
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど

が
見
学
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。今
年
は
、訪
れ
た

方
々
に
少
し
で
も
長
く
観
賞
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
夜
店
の
出
店
が
始
ま
り
、ふ
る
さ
と
の
郷
愁

を
感
じ
な
が
ら
、涼
し
く
な
っ
た
夏
の
夜
を
先
祖

と
と
も
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

内
村
工
業
㈹
内
村
政
登
さ
ん（
北
方
地
区
在

住
）が
、（
公
社
）全
国
産
業
廃
棄
物
連
合
会
会
長

表
彰（
地
方
功
労
者
）を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。永
年

に
わ
た
る
同
社
の
取
り
組
み
が
、同
連
合
会
の
振

興
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
廃
棄
物
は
、排
出
す
る
事
業
者
の
責
任
に
お

い
て
適
切
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。同

氏
は
、産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
、関
係
法

令
等
を
熟
知
し
て
適
切
な
処
理
を
継
続
的
に
実

践
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
、益
々
の
活
躍
を
ご
祈

念
い
た
し
ま
す
。

　

町
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会
吉
松
支
部
（
会
長
：

松
井
妙
子
さ
ん
）ほ
か
９
名
の
方
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
吉
松
体
育
館
前
花
壇
の
除
草
作
業
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
７
月
25
日
に
実
施
さ
れ
た

町
夏
祭
り
前
夜
祭
に
多
く
の
人
が
集
ま
る
こ
と

か
ら
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
の
こ
と

で
取
り
組
ま
れ
、
か
ね
て
か
ら
体
育
館
を
利
用

す
る
方
々
か
ら
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
同
支
部

の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
な
清
掃
活
動
を
継
続

的
に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

幸
田
小
学
校
は
、
町
外
に
居
住
す
る
小
学
生
が
親
元
を
離
れ
、
留
学
生
を
受
け
入

れ
る
里
親
の
も
と
か
ら
通
学
す
る
山
村
留
学
制
度
に
取
り
組
み
、
最
近
は
２
０
１
０

年
度
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
山
村
留
学
里
親
実
行
委
員
会
（
会
長
：
今
川
譲
治
さ
ん
）

は
、
長
期
留
学
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
毎
年
夏
休
み
を
利
用
し
て
１
泊
２
日
の
棚
田

体
験
短
期
山
村
留
学
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
埼
玉
県
を
は
じ
め
都
市
部
か
ら
11
名

の
留
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
留
学
生
の
実
親
は
開
村
式
の
あ
と
は
基
本
的
に
帰
宅

し
て
も
ら
い
、
留
学
生
に
と
っ
て
は
２
日
間
の
冒
険
が
始
ま
り
ま
し
た
。　

　

幸
田
の
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
て
、

清
流
の
沢
登
り
や
川
を
せ
き
止
め
て
ニ

ジ
マ
ス
の
つ
か
み
取
り
を
行
い
ま
し

た
。
留
学
生
や
幸
田
小
学
校
の
１
年
生

は
、
初
め
て
の
体
験
に
喜
ん
で
い
ま
し

た
。
昼
食
に
は
、
自
分
た
ち
で
捕
ま
え

た
魚
の
塩
焼
き
と
棚
田
米
の
お
に
ぎ
り

を
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し

た
。
参
加
し
た
留
学
生
や
同
校
の
児
童

も
お
互
い
に
刺
激
し
合
い
な
が
ら
、
自

然
を
相
手
に
遊
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

川
添
地
区
に
は
、
昔
の
手
踊
り
・
流
行
り
唄

の
伝
承
と
復
活
を
目
指
し
て
、『
座
「
オ
ケ
ヨ

リ
」（
座
長
：
藤
井
ヒ
ロ
エ
さ
ん
）』
が
、
平
成

13
年
に
発
足
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
三
味
線

の
道
楽
曲
と
し
て
、
え
び
の
・
吉
松
・
栗
野
道

楽
の
３
つ
を
継
承
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
地
区

内
で
挙
行
さ
れ
た
個
人
宅
上
棟
式
に
あ
た
っ
て
、

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
栗
野
道
楽
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ひ
ょ
っ
と
こ
面
に
赤
法
被
を
着
た
踊
り
手
に
合

わ
せ
て
、
三
味
線
や
太
鼓
の
音
が
地
区
内
に
鳴

り
響
き
、
棟
上
げ
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

このコーナーでは皆さまからの情報をお待ちしております。☎74－3111（内線2211） ゆうすいの話題

8
１- ２ 都市部から１１名の

　留学生がやってきた
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町内イベント　　Information

ぜひ，お越しください！

　第 10 回南九州ブロックＢ＆Ｇスポーツ大会

町青年団主催

「夜間歩こう会」を開催します
町制施行１０周年記念

第１１回  湧水町豊祭相撲大会

　栗野中央公民館から町内を夜通し歩く「夜間
歩こう会」を開催します。異年齢集団と交流し
ながら，町内を歩いてみませんか。

　8 月２０日に熊本県津奈木町の B&G 海洋センタープールを会場に，南九州ブロック B&G スポーツ大
会が開催されました。
　この大会は，鹿児島県，熊本県，宮崎県 , 沖縄県の B&G 海洋センターを所有する市町村で構成してい
る「南九州ブロック B&G 地域海洋センター連絡協議会」の主催によるもので，各県から約８０名の子ど
もたちが参加し，水泳競技の部とカヌー競技の部で競いました。
　本町からは，水泳の部に福満あかりさん（栗野小５年），川口諒太さん（栗野小５年）植林拓心さん（轟
小６年）が出場し，素晴らしい泳ぎを見せました。
■成績■
　【小学５年生女子５０ｍ自由形】　第４位　福満あかり　４４秒２４
　【小学５年生男子５０ｍ平泳ぎ】　第２位　川口　諒太　５４秒８６
　【小学６年生男子５０ｍ自由形】　第２位　植林　拓心　３４秒２６
　【小学６年生男子５０ｍ平泳ぎ】　第１位　植林　拓心　４３秒５１

　この豊祭相撲大会をとおして，青少年の健全
育成と文化の灯を守っていきます。小学校２年
生から大人までの力士による迫力ある取組みが
行われます。

日　時　１０月２４日（土）・２５日（日）
　　　　午後８時３０分受付
場　所　栗野中央公民館を出発し，町内を巡り

一周します。
問合せ　湧水町教育委員会　生涯学習課
　　　　℡ : ７５ー２１４２（内線）３２１４

日　時　１０月１１日（日）
　　　　開会式：午前 8 時～
場　所　湧水町相撲道場

問合せ　湧水町教育委員会　生涯学習課
　　　　℡ : ７５ー２１４２（内線）３２１３
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問
１　

仕
事
を
辞
め
て
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
ま
し
た
が
、
国
保

税
の
額
が
高
い
の
は
な
ぜ
で
す

か
？

答
１　

国
保
税
は
地
方
税
の
定
め

に
よ
り
前
年
の
所
得
で
計
算
し
ま

す
の
で
、
現
在
収
入
が
な
い
場
合

で
も
前
年
中
に
所
得
が
あ
れ
ば
所

得
割
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

問
２　

国
民
健
康
保
険
の
届
出
を

忘
れ
て
い
た
ら
ど
う
な
り
ま
す

か
？

答
２　

届
出
が
遅
れ
た
場
合
で
も

国
民
健
康
保
険
の
資
格
は
遡
っ
て

取
得
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
国

保
税
も
遡
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
３　

私
自
身
は
以
前
か
ら
会
社

の
保
険
に
加
入
し
て
い
る
の
に
国

保
税
の
納
税
通
知
書
が
私
宛
に
届

き
ま
し
た
が
な
ぜ
で
す
か
？

答
３　

国
保
税
は
世
帯
単
位
で
税

額
を
算
定
し
、
そ
の
世
帯
の
世
帯

主
に
対
し
て
課
税
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
会

社
の
保
険
に
加
入
し
た
際
に
、
国

民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
の
届
出

が
済
ん
で
い
な
い
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

問
４　

会
社
を
退
職
す
る
の
で
す

が
社
会
保
険
の
任
意
継
続
保
険
と

国
民
健
康
保
険
で
は
ど
ち
ら
が
い

い
の
で
し
ょ
う
か
？

答
４　

国
保
税
の
課
税
額
は
役
場

税
務
課
で
試
算
を
行
い
ま
す
。
任

意
継
続
保
険
に
つ
い
て
は
職
場
や

全
国
健
康
保
険
協
会
で
保
険
料
を

確
認
し
て
も
ら
い
比
較
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
５　

会
社
か
ら
一
方
的
な
解
雇

通
知
を
受
け
、
や
む
を
得
ず
退
職

し
ま
し
た
。
現
在
雇
用
保
険
の
失

業
給
付
の
み
の
収
入
で
生
活
を
し

て
お
り
国
保
税
の
納
付
が
困
難
で

す
。
国
保
税
の
軽
減
措
置
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

答
５　

倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め

な
ど
に
よ
る
離
職
を
さ
れ
、
失
業

等
給
付
を
受
け
る
手
続
き
を
さ
れ

た
場
合
に
お
い
て
は
申
請
に
よ
り

国
保
税
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
軽
減
は
前
年
の
給
与
所

得
を
一
〇
〇
分
の
三
〇
と
み
な
し

て
税
額
を
算
定
し
ま
す
。

問
６　

昨
年
度
に
比
べ
て
税
額
が

高
い
の
で
す
が
な
ぜ
で
す
か
？

答
６　

国
保
税
は
加
入
者
数
や
加

入
者
の
前
年
の
所
得
、
固
定
資
産

税
額
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

国
保
加
入
者
が
増
え
た
り
前
年
中

の
所
得
や
固
定
資
産
税
額
が
増
え

て
い
る
場
合
は
国
保
税
額
も
高
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

平
成
二
七
年
度
よ
り
税
率
改
正
を

行
っ
た
た
め
国
保
税
額
が
高
く

な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

税務課からのお知らせ

◎現在，次のような状態にある方は，変更手続きを行ってください。
　「会社等を辞めて健康保険証のない方」離職証明書　　→　　加入手続き
　「会社に就職し社会保険証をお持ちの方」社会保険証　→　　喪失手続き
　必要な書類等と印鑑をもって，保健衛生課・住民福祉課で手続きを行ってください。
　健康保険に異動がある場合は，異動があってから１４日以内に届出が必要となりますの
でご注意ください。

【申請，お問い合せ先】　栗野庁舎　税務課　　内線２１４２ 国
民
健
康
保
険
税

　

国
民
健
康
保
険
は
、
職
場
の
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
人
・
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
人
以
外
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
国
民
皆
保
険
制
度
）

　

今
回
は
、
日
頃
、
皆
さ
ん
か
ら
よ
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問
を
一
問
一
答
形
式
で
お
答
え
し
ま
す
。

国
保
税
の
一
問
一
答

医療分 支援分 介護分
所得割 7.3% 所得割 2.2% 所得割 1.4%

資産割 34.0% 資産割 10.0% 資産割 5.5%

均等割 19,600 円 均等割 5,900 円 均等割 6,600 円

平等割 20,000 円 平等割 6,100 円 平等割 4,900 円

国民健康保険税率の改正について（平成 27 年度～）
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　ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは，新薬（先発医薬品）の特許期間が終了
した後に，新薬と同じ有効成分をもち，同じ効能があると厚生労働省から認められ
た薬です。新薬には開発に多くのコストがかかりますが，ジェネリック医薬品は新
薬と同じ有効成分の薬を製造するため開発費を大幅に抑えることができます。このため，
ジェネリック医薬品は低価格になるのです。つまり，ジェネリック医薬品の利用は，家計
が助かるだけでなく，医療費の節減にもつながるのです。

　　新薬とジェネリック医薬品は同じものなの？

　有効成分にあたる部分は同じで，新薬と同等の効き目がありますが,色づけや保存料として
使用する添加物などに違いがあります。ジェネリック医薬品は後発であるため，飲みにくい
薬の形や大きさを変えたり，苦みを抑えたりといった工夫がされている場合もあります。
　なお，ジェネリック医薬品は厚生労働大臣から承認を得なければなりませんので，安全性
については新薬と同等であることが確認されています。

　　ジェネリック医薬品を利用するには

　医療機関や薬局で「ジェネリック医薬品を利用できますか？」と尋ねてみてください。言
いづらい場合は「意思表示シール」等を利用していただくとジェネリック医薬品を処方して
ほしいという意思を医療機関や調剤薬局へ簡単に伝えられます。
　「意思表示シール」は，栗野庁舎保健衛生課又は吉松庁舎住民福祉課に用意してあります
ので，必要な方はぜひご利用ください。

ジェネリック医薬品がない場合もあります
　まだ特許期間がすぎていない新薬の場合は，これに対応するジェネリック医薬品はあ
りません。利用する医療機関や薬局に在庫がない場合もあります。また，お医者さんが
ジェネリック医薬品への変更を認めない場合には利用することができません。

　ヨガ独特の呼吸法とリラックス法で心身の疲
れをほぐします。日ごろ頑張っている自身の身
体と心を休ませてあげましょう。どなたでも無
理なく参加できる内容となっていますので，お
気軽にご参加ください。
＊期　　　　日：平成２７年９月２５日（金）　　
＊場　　　　所：栗野中央公民館　２階　大ホール
＊時　　　　間：午後７時～午後８時４５分（受付：６時４５分～）
＊参 　 加 　 料：無料
＊持参するもの：動きやすい服装，飲み物，バスタオルまたはヨガマット（持っている方）
＊申 し 込 み 先：栗野庁舎　保健衛生課　☎７４－３１１１　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　吉松庁舎　住民福祉課　☎７５－２１１１　　
　　　　　　　　栗野保健センター　　　☎７４－３１２０　　　

　低価格なジェネリック医薬品を利用しましょう !!

　　　 「秋の夜長のヨガ教室」 を開催します！！

国
保
だ
よ
り

Relaxation YOGA
講師　Studio m 代表　土生　さとみ

（健康運動指導，ヨガインストラクター）

※電話または直接窓口にて
　お早めにお申し込みください
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※９月１４日 ( 月 ) ～２４日 ( 木 ) は特別館内整理期間 ( 閉館 ) です※
図書館を閉館し，本や雑誌等の整理や点検，修理等の作業を行います。期間中の返却はブックポ

スト（本のみ）か，いきいきセンターくりの郷の事務所へお願いします。より快適に図書館を利用
していただくため必要な作業です。ご迷惑をおかけしますが，ご理解・ご協力をお願いします。

【お問合せ：７４ー１８２１】

くりの図書館に来てね！

「かいけつゾロリ」の原ゆたかさんが

　湧水町にやってきた～！

たくさんのご参加ありがとうございました。

　かいけつゾロリのファンの子どもたちが，とても楽しみにしていた
おえかき会。原先生が優しく，絵をかく楽しさや，かき方のコツについて教えてくださいました。

　「かいけつゾロリ」など先生の作品の誕生秘話や，作品に込めた思いなどについて，講演をしていただきました。小学生
にとっては特別な夏の思い出になったようです。子どもの頃，原先生の作品を読んでいた中高生や大人の参加者の方も多く，
うなずいたり，笑顔になったりしながら，先生のお話に聞き入っていました。

　イラスト入りのサインを，ひとりひとり丁寧に描いてくだ
さいました。自分の名前の入ったサインに，大興奮の子ども
たちは「宝物にします」と喜んでいました。 　連日多くの方の来場があり，本とは一味違う原画の

美しさや繊細さに，みなさん驚かれていました。

参加者：小学 3 年生まで４６名
保護者を含め約 100 名の方が来場されました。

参加者：小学２年生以上 151 名
町内外から多くの方が参加され，大盛況でした。

おえかき会  8 月 9 日  午前１０時～【予約制】 
「かいけつゾロリ」のおえかき会

講演会  8 月 9 日  午後２時～ 
「かいけつゾロリ」ができるまで

原先生　サイン会

8月9日

原画展も大人気でした！
（７月２４日～８月２３日）

満
員
御
礼
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発見楽しみ工房
　申込は，当日の申込の他 , 電話・ＦＡＸによる事前の申込もできます。
その際は，代表者のお名前と参加人数をお知らせください。

第175回 「自然素材をつかって動物を作ろう」
　木材や葉っぱ，木の実などの自然素材をつかって，森に住んでいそうな動物を
作ります。想像を膨らませて世界に一匹だけのペットをつくってみませんか？
日　時／平成27年10月17日（土）13：30 ～ 15：30
講　師／鹿児島県立加治木高等学校　榊　麻衣　先生
定　員／ 20名（年齢制限はなく,どなたでも気軽に参加できます。)
参加料／入園料の他に２００円

藤浩志の美術展　ワークショップ　 
「霧島超藝術学校建設ちゅ～！」
　藤浩志とともにおもちゃの破片や様々な素
材を並べたり，重ねたりして展覧会の会場の空
間を作ります。
日　時／ 10月4日（日）10：00 ～ 16：00
定　員／ 20名（要事前申し込み）
場　所／ 霧島アートの森

10/9（金） ▼ 12/6（日）

月曜日休園
（祝日の場合は翌日休園）
ただし，11 月 2 日，9 日は開園

《Happy Paradies》 　2015

　鹿児島県霧島アートの森では，秋の特別企画展として藤浩志の
美術展「霧島超藝術學校～あしたかえるつもり～」を開催いたしま
す。鹿児島出身の美術作家である藤浩志は，流行りの思想や手法
に流されることなく，社会・地域・日常を見つめ続け，「循環社会へ
の変換」「地域社会の変革」といった大きな命題に取り組んできま
した。藤は，「やせ犬の散歩」「お米のカエル物語」「Vinyl Plastics 
Connection」「かえっこ」「藤島八十郎をつくる」等，活動の連鎖
を促すシステム型表現の試行錯誤を行なっており，なかでも，「か
えっこ」は国内外1000 ヶ所以上の様々な場所で開催され，それ
ぞれの地域が抱える問題に対応し，市民が主導となった自主的な
活動へと発展しています。
　本展は，藤の制作活動の変遷や根幹となる思想を「学校」に置き

換え，作品を鑑賞するだけでは
なく，体験することによって新
たな価値観を問いかける構成と
なっています。どうぞご期待く
ださい。

平成 27 年 8 月（第 173 回）の
発見楽しみ工房の制作風景　
　鹿児島大学教育学部附属小学校の濵崎
昇平先生と一緒に，粘土でつくった人
や物が動く夢のような世界をクレイアニ
メーションで表現しました。

開園時間　9:00 ～ 17:00（入園は 16:30 まで）                     
観 覧 料   一般 /800(600) 円，高大生 /600(400) 円，小中生 /400(300) 円
　　　　　（　　）内は前売り又は 20 人以上の団体料金
主　　催　鹿児島県文化振興財団霧島アートの森，南日本新聞社，MBC 南日本放送

【申込み・お問い合わせ先】霧島アートの森　☎ 74 － 5945

第６6 回　鹿児島県図画作品展
　８月３０日，県教育委員会などが主催した第６６回鹿児島県図画作品展の表彰式が県歴史資料セン
ター黎明館において開催されました。県下全域の各校から応募された児童生徒の作品が審査され，県下全
域から充実した作品が寄せられ，さわやかな色彩を用いた素晴らしい作品が多かったと高い評価を受け
ました。本町からも特別賞の市長会会長賞や優秀学校賞などに入賞しました。

▲『　吉　松　駅　』
　　安樂　夏希さんの作品

▲『　横 断 歩 道 　』
　　二渡　雅　さんの作品

【優秀学校賞】
　吉松中学校

【市長会会長賞】　
　安樂　夏希（吉松中１年）
　二渡　雅　  （吉松中２年）

【　特　選　】
　橋　　一成（轟小６年）　

【　入　選　】
　下戸　良佑（轟小１年）
　境田　悠里（吉松中２年）
　深草　滉雅（吉松中３年）
　　　　　　　　（敬称略）
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ト
カ
ー
に
お
り
し
遮
断
機　
　
　
　
　
　

冨
山　

泰

戦
時
中
疎
開
の
友
が
逢
い
に
来
ぬ
夜
の
更
け
る
ま
で
語
り
つ
き
な
い　
　
　
　
　
　

中
村　

綾
子

蚊
帳
の
中
蛍
放
ち
て
は
し
ゃ
ぎ
け
り
泊
ま
り
の
子
等
に
田
舎
の
も
て
な
し　
　
　
　

坂
元　

美
子

一
泊
二
日
眠
れ
ぬ
刻
を
過
ご
す
よ
り
夫
も
よ
ろ
こ
ぶ
日
帰
り
の
旅　
　
　
　
　
　
　

今
西　

麗
子

か
た
つ
む
り
の
歩
み
の
や
ふ
に
ゆ
る

く
と
黄
昏
て
ゆ
く
夏
至
を
見
送
る　
　
　
　

榎
木
志
津
代

病
院
に「
泊
ま
っ
て
い
け
」と
父
の
言
う「
じ
ゃ
あ
又
お
い
で
」と
我
が
家
の
ご
と
し　

木
場　

千
恵

松
林
に
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
ビ
ラ
拾
ふ
裾
野
を
飛
来
す
偵
察
機
見
る　
　
　
　
　
　
　

鬼
塚　

文
雄

長
雨
に
負
け
じ
と
実
れ
る
ミ
ニ
ト
マ
ト
に
は
お
陽
様
ほ
し
と
待
ち
わ
び
て
い
る　
　

内
村
美
代
子

大
玉
の
ス
イ
カ
割
っ
て
も
困
ら
な
い
五
人
の
孫
の
居
る
夏
休
み　
　
　
　
　
　
　
　

福
田
三
四
五

猛
暑
日
の
涼
気
漂
う
夕
や
み
に
白
ユ
リ
冴
え
て
浮
き
立
ち
和
む　
　
　
　
　
　
　
　

内
村
と
し
子

　
川
　
　
柳

責
任
の
無
い
足
並
み
は
よ
く
揃
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
園
ふ
く
え

ア
ル
バ
ム
に
思
い
出
つ
な
ぐ
雨
の
午
後　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
堀　

松
枝

バ
ラ
活
け
て
心
の
棘
を
感
じ
る
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

芳
子

幾
年
月
父
の
面
影
な
つ
か
し
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

節
子

　
俳
　
　
句

今
朝
秋
の
ひ
と
す
ぢ
白
き
眉
毛
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綾
織　

統
一

　
薩
摩
狂
句 

（
唱
）
福
田
三
四
五  

廃ず

し家
の
宿や

で
花
が
一ひ
と
い人
で
留ば

ん
守
番
の
し
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

田
島
総が
ん
ぶ
い

入
歯

（
唱
）「
主ぬ

し
ゃ
居お

ら
ん
ど
ん
咲せ

ち
ょ
っ
」
ち
涙
な
ん
だ

「
も
何い

く歳
っ
な
？
」
直へ

っ
ち
出
ち
ゃ
こ
ん
誕た
ん
じ
ょ生
祝ゆ

え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
っ
し
も
た

（
唱
）
ど
っ
か
二は

た

っ
十
歳
の
頃
じ
ゃ
ん
そ
か
い

八は
ち
じ
ゅ

十
歳
夫み

と婦　

花は

な

び

火
大
会
ゃ
自う

っ宅
か
あ
抑お
ね

っ
見
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

店
ん
幸さ
っ

ち
ゃ
ん

（
唱
）
焼ビ

ン
酎
瓶
ぬ
手は

な放
さ
ん
人と

が
居お

い
も
ん
で

・
こ
の
「
湧
水
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い
方
は
、
毎
月
20
日
ま
で
に

栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

・
読
み
づ
ら
い
熟
語
等
に
は
読
み
仮
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

中央公民館作品展示の案内

栗 野 トールペイント教室 9月12日～ 10月10日

吉 松 絵画教室 9月12日～ 10月10日

活動内容
　カメラを握ってシャッターを切れば大概写真は撮れ
る，だが視る人に感動を与える写真は簡単には撮れな
い。
　私たちは人に感動を与える写真を撮るための学習を
しています。
　学級生は 11 名　講師は熊副先生です。

デジタル写真教室

熊
くまぞえ

副　穣
じょう

先生

開催日時　毎月第３土曜日　１０：００～１２：００
　　　　　　　　　　　　　　　　（変更有）
開催場所　栗野中央公民館
連  絡 先　栗野中央公民館　℡ ７４ - ４３１３
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中秋節について
　みなさんこんにちは。今回は, 毎年９月に中国などで行われている中秋節につい
て話したいと思います。
　中秋節は，毎年旧暦８月１５日に，中国やベトナムなどで行われています。新暦
では９月上旬～１０月上旬の間になっており，今年は９月２７日です。この時期に
見える満月は，中国の文化では，家族の絆と調和の象徴になっているので，中秋節
は夫婦の幸せや赤ちゃんが無事に生まれることを祈る時とされています。また中
国では古代から，月と水の動きが繋がっていると信じられているので, 月に祈れば今年は豊作になると考
えられています。
　中秋節には，月餅を食べる習慣があります。月餅の中身は，ほとんどがハスの実の餡とアヒルの卵の黄
身で，細かく飾られている生地に包まれています。味は，ハスの実が甘くて，月を表す卵の黄身がしょっぱ
いです。この２つの味が絡まり，とても美味しい組み合わせになっています。伝説によると，月餅は中国の
元代（西暦１２７１年～１３６８年）を起源としています。当時の中国は，モンゴル人に支配されており，
漢人がとてもひどい扱いを受けていたそうです。元軍の監視が厳しかったため，漢人の反乱軍は公に連絡
が取り合えませんでした。そこで反乱軍は，伝言の書いた紙が入った月餅を送り合い，やり取りをしてい
たそうです。
　香港とメルボルンでは，毎年中秋節を祝います。町中に綺麗な提灯が並び，夜になると祭りもあります。
私はよく提灯を眺めながら月餅を食べて楽しんでいます。祭りでは伝統的な踊り，手相占い，色々な露店
やクイズゲームなどが楽しめます。また，この時期はよく家族や友人で集まり，ご馳走を食べます。
　今回も最後まで読んでいただいて，ありがとうございました。
　みなさん，中

ザンツァウ

秋節
ジ ッ

快
ファイロッ

楽！（広東語で「中秋節おめでとうございます」）

　日本では，英語圏諸国がみんなキリスト教信者であるイメージが強
いと感じます。オーストラリアの場合は，法律がキリスト教の影響を
受けている部分があり，人口の多くがキリスト教信仰を告白していま
す。しかし，オーストラリア国民の宗教観や価値観が常に変わりつつ
あるため，クリスチャンの割合が低くなってきています。１９０１年
に行われたオーストラリアで初めての国勢調査では，人口の９６%が
キリスト教（カトリック，聖公会などを含む）の信者であると答えましたが，その割合は徐々に低くなって
おり，２０１１年の調査では６１. １%まで下がりました。これに対して，無宗教と答える人の割合が同年に
２２. ３%まで高くなり，２番目に多く占めています。
　クリスチャンが大多数とはいえ，マスメディアでは特にひいきされることはなく，むしろジョークのネ
タにされることが多いです。近年は，カトリック教会の児童性虐待事件など，教会の中の不祥事が明らかに
なっていることから，多くの人が教会を離れるなど，宗教団体に対する信頼が失われています。また，政治
的な面では，教会との繋がりを持っている右翼団体が多いです。この団体が中絶や同性結婚に反対するな
どの理由から，クリスチャンは「考え方が古い」などと特に若い年齢層に強く非難されています。
　クリスチャンの数が減る一方で，海外からの移民がもたらした宗教は盛んになり，キリスト教以外の信
者が増えています。同じ２０１１年では，仏教，イスラム教，ヒンドゥー教の信仰者が，人口の６％しか占め
ませんでしたが，ほとんどシドニーやメルボルンなど大きな都市に集中しています。都会では，モスク（イ
スラム教の礼拝堂）や寺院は決して珍しくなく，その軒数が増える中で，社会への影響と他の団体と衝突す
る可能性を巡って討論が繰り広げられています。
　キリスト教は，オーストラリアの成長とアイデンティティを大きく影響してきたことは否めませんが，
様々な世界観や宗教が混ざり合う現代社会では，その影響力が弱まっているのも事実であり，もう「クリス
チャンの国」とは言えないと私は思います。

オーストラリアってキ
ク リ ス チ ャ ン

リスト教信者の国？

ジョシュア・リオンの国際交流日記

シェリルの冒険記録日誌

オーストラリアのシドニーにある教会
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　町などからのお知らせや
募集などの情報をお届け
します。

「
文
集
く
り
の
岳
」の
作
品
募
集

に
つ
い
て

　

湧
水
町
文
芸
同
好
会
で
は
、「
文
集

く
り
の
岳
」第
20
集
の
発
行
の
た
め
、

住
民
の
方（
小
学
生
以
上
）の
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
作
品

　

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
薩
摩
狂
句
・

詩
・
随
筆
等

※
応
募
作
品
は
、添
削
し
て
掲
載
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承

く
だ
さ
い
。ま
た
、作
品
に
は
、住
所
・

名
前
・
年
齢
・
連
絡
先（
学
生
は
学
校

名
及
び
学
年
）を
必
ず
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

▼
提
出
期
限

　

９
月
末
日
ま
で

▼
提
出
先

　

吉
松
庁
舎
生
涯
学
習
課
、ま
た
は

栗
野
中
央
公
民
館

▼
問
合
せ
先

　

栗
野
中
央
公
民
館

　

☎
０
９
９
５

－

７
４

－

４
３
１
３

い
よ
い
よ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

が
始
ま
り
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
、10
月
か
ら

日
本
国
内
の
全
住
民
に
割
り
振
ら
れ

る
一
人
ひ
と
り
異
な
る
12
桁
の
番
号

で
す
。

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
国
の
行
政
機

関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
お
い
て
、

社
会
保
障
、税
、災
害
対
策
の
分
野
で

利
用
さ
れ
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
生
涯
を
通
じ
て

利
用
し
、原
則
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
。次

の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
、確
実
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
受
け
取
り
、有
効
に

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
住
民
票
の
世
帯

ご
と
に
簡
易
書
留
で
届
き
ま
す
。間

違
っ
て
捨
て
る
こ
と
の
な
い
よ
う
十

分
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
住
民
票
の
住
所
と
異
な
る
と
こ
ろ

に
お
住
ま
い
の
方
は
、通
知
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

○
簡
易
書
留
が
届
き
ま
し
た
ら
、内

容
物（
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知

カ
ー
ド
、②「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」の

申
請
書
と
返
信
用
封
筒
、③
説
明
書
）

の
確
認
を
行
い
、大
切
に
保
管
し
ま

し
ょ
う
。

○
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
を
行
う

と
、平
成
28
年
１
月
以
降
、本
人
が
市

町
村
の
窓
口
で
カ
ー
ド
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル　

　

☎
０
５
７
０

－

２
０

－

０
１
７
８

９
月
は「
健
康
増
進
普
及
月
間
」

で
す
。

○
食
事
は
、減
塩
、野
菜
た
っ
ぷ
り
で
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
！

○「
運
動
」は
、今
よ
り
も
１
日

１
０
０
０
歩
多
く
歩
き
ま
し
ょ
う
。

10
分
間
歩
く
と
約
１
０
０
０
歩
で
す
。

○
禁
煙
、受
動
喫
煙
の
防
止
、節
度
あ

る
飲
酒
を
！

▼
問
合
せ
先　
　

　

県
庁
健
康
増
進
課

　

☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
７
１
７

青
年
海
外
協
力
隊
＆
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。

　

開
発
途
上
国
へ
の
技
術
協
力
や
人

材
育
成
を
行
っ
て
い
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）が

２
０
１
５
年
度
秋
の
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。ぜ
ひ
、あ
な

た
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
募
集
期
間

　

10
月
１
日（
木
）～
11
月
２
日（
月
）

▼
応
募
資
格

　

満
20
歳
か
ら
39
歳（
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、満
40
歳
か
ら
69

歳
）ま
で
の
日
本
国
籍
を
持
つ
方

▼
募
集
分
野

　

農
林
水
産
、保
健
・
医
療
、公
共
・
公

益
事
業
、人
的
資
源
等

▼
派
遣
国

　

ア
ジ
ア
、ア
フ
リ
カ
、中
南
米
な
ど

約
70
か
国

▼
派
遣
期
間

　

１
年
間
、ま
た
は
２
年
間

▼
重
要
な
お
知
ら
せ

　

応
募
時
に
指
定
の「
語
学
力
申
告

台
紙
」の
提
出
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
九

州
国
際
セ
ン
タ
ー【
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
】

市
民
参
加
協
力
課
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
班

　

☎
０
９
３

－

６
７
１

－

８
２
０
５

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.jica.go.jp

平
成
27
年｢

秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動｣

を
実
施
し
ま
す

▼
運
動
期
間

　

９
月
21
日（
月
）
～
30
日（
水
）

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー　

乗
せ
て
走

ろ
う　

秋
の
道
」

▼
運
動
の
最
重
点

　

子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

▼
運
動
の
重
点

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
歩
行
中
・
自
転

車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

○
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

▼
問
合
せ
先

　

県
庁
生
活
・
文
化
課

　

☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
５
２
３

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

発
売
に
つ
い
て

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

使
わ
れ
ま
す
。

▼
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
当
せ
ん
金

　
（
13
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

■
１
等　

３
億
円
×
13
本

　

※
前
後
賞　

　
　
　
　

１
億
円
×
26
本

　

※
組
違
い
賞　

　
　
　
　

10
万
円
×
１
２
８
７
本

■
２
等　

１
千
万
円
×
52
本

■
３
等　

10
万
円
×
１
万
３
０
０
０　
　

　
　
　
　

本

■
宝
く
じ
70
周
年
賞

　
　
　
　

70
万
円
×
１
３
０
０
本

▼
発
売
期
間

　

９
月
28
日（
月
）～
10
月
16
日（
金
）

▼
抽
選
日

　

10
月
23
日（
金
）

▼
支
払
開
始
日　

　

10
月
28
日（
水
）

Infomation
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催し物
コーナー

　絵画教室作品展（いきいきセンター町民ホール）	 　　　（9月19日～ 10月13日）

9/17 木 　　特別館内整理期間（閉館）　～ 9/24まで 10/1 木

9/18 金

　　心も体も元気教室　元気アップコース
（9：30～ 11：00）	
　　心も体も元気教室　一生元気コース
（13：30～ 15：00）
　　げんき湧くわく教室
（9：00～ 11：00　受付8：45～）
　　特別館内整理期間（閉館）
資源ごみ収集日(川西地区)	

10/2 金 資源ごみ収集日（川西地区）

9/19 土 　　特別館内整理期間（閉館） 10/3 土

9/20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日 　　特別館内整理期間（閉館） 10/ ４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日

9/21 月 　　特別館内整理期間（閉館） 10/ ５ 月
　　母子健康手帳交付（10：00～ 11：00）
※要予約
　　休館日

9/22 火
　　特別館内整理期間（閉館）
資源ごみ収集日(上場・老竹・長谷・東中下場・
西下場地区)

10/ ６ 火
　　心も体も元気教室　一生元気コース
（13：30～ 15：00）
資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区）

9/23 水 　　特別館内整理期間（閉館） 10/ ７ 水

　　心も体も元気教室　元気アップコース
（9：30～ 11：00）
　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
（13：30～ 15：00）	
　　母子相談（受付14：00～ 14：30）
※時間厳守

9/24 木

　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
（13：30～ 15：00）	
　　休館日
　　特別館内整理期間（閉館）

10/ ８ 木
定例教育委員会（吉松庁舎）※一般の方も傍
聴できます。（一部非公開の場合もありま	
す。）

9/25 金
　　ヨガ教室
（19：00～ 20：45　受付18：45～）
資源ごみ収集日(川東地区)	

10/ ９ 金 資源ごみ収集日（川東地区）

9/26 土 　　おはなしの森(10：30～ )　図書館おは
なしコーナー 10/10 土

9/27 日 10/11 日

9/28 月

　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
（9：30～ 11：00）
　　母子健康手帳交付（10：00～ 11：00）
※要予約
　　休館日

10/12 月 　　休館日

9/29 火

　　心も体も元気教室　元気アップコース
（9：30～ 11：00）	
　　心も体も元気教室　元気アップコース
（13：30～ 15：00）

10/13 火

　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
（9：30～ 11：00）
　　母子健康手帳交付（10：00～ 11：00）
※要予約
資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・
西下場地区）

9/30 水 　　温泉健康相談（13：00～ 16：00） 10/14 水

吉中公
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日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　下さい。

9 月 20 日㈰

9 月 21 日㈪

9 月 22 日㈫

9 月 23 日㈬

  9 月 27 日㈰

10 月  4 日㈰

10 月 11 日㈰

10 月 12 日㈪

林内科医院
（湧　水　町）75 － 2047

林内科
（霧島市横川）72 － 1818

吉松温泉医院
（湧　水　町）75 － 3311

霧島温泉クリニック
（霧島市牧園）78 － 2338

前田医院
（湧   水   町）74 － 5001

霧島桜ヶ丘病院
（霧島市牧園）78 － 3135

春田医院
（霧島市牧園）76 － 0053

林内科医院
（湧   水   町）75 － 2047

日曜・祝日在宅医（8・9 月）

8
月
1
日
（
土
）

・
北
姶
良
防
犯
少
年
綱
引
き
大
会

・
棚
田
体
験
短
期
山
村
留
学
開
村
式

8
月
2
日
（
日
）

・
町
体
育
協
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会

・
第
13
回
栗
野
ラ
ン
ナ
ー
ズ
練
習
会

8
月
3
日
（
月
）

・
町
み
ど
り
推
進
協
議
会
総
会

8
月
4
日
（
火
）

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
湧
水
っ
子
i
n

長
島
結
団
式
・
出
発
式

・
農
業
者
年
金
受
給
者
会
栗
野
支
部

総
会

・
青
少
年
体
育
大
会
全
国
大
会
結
果

報
告
対
応

8
月
6
日
（
木
）

・
え
び
の
駐
屯
地
連
隊
長
来
庁
対
応

・
長
島
町
訪
問
（
地
方
創
生
に
関
す

る
事
業
検
討
）

8
月
7
日
（
金
）

・
民
生
委
員
辞
令
交
付
式

・
地
方
創
生
に
関
す
る
市
町
村
長
説

明
会
及
び
意
見
交
換
会

・
吉
松
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
意
見
交

換
会

8
月
8
日
（
土
）

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
湧
水
っ
子
i
n

長
島
解
団
式

8
月
9
日
（
日
）

・
原
ゆ
た
か
講
演
会

8
月
10
日
（
月
）

・
議
会
運
営
委
員
会

8
月
11
日
（
火
）

・
姶
良
・
伊
佐
地
区
土
木
協
会
総
会

8
月
12
日
（
水
）

・
臨
時
議
会

・
議
員
全
員
協
議
会

8
月
15
日
（
土
）

・
町
戦
没
者
追
悼
式

8
月
16
日
（
日
）

・
轟
地
区
球
技
大
会

8
月
18
日
（
火
）

・
区
長
会

8
月
18
日
（
火
）
～
20
日
（
木
）

・
県
内
町
村
長
行
政
視
察
（
福
井
県

～
東
京
都
）

8
月
21
日
（
金
）

・
地
方
創
生
総
合
戦
略
審
議
会

・
保
健
福
祉
推
進
委
員
会

・
姶
良
保
護
区
保
護
司
定
期
研
修
会

・
町
家
畜
商
組
合
総
会

8
月
22
日
（
土
）

・
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
会
員

と
の
交
流
会

8
月
23
日
（
日
）

・
北
方
地
区
青
壮
年
交
流
大
会

8
月
24
日
（
月
）

・
県
町
村
会
監
査

8
月
27
日
（
木
）

・
北
姶
良
森
林
組
合
通
常
総
代
会

・
町
秋
季
畜
産
共
進
会

・
南
方
神
社
例
祭

8
月
28
日
（
金
）

・
伊
佐
北
姶
良
環
境
管
理
組
合
議
会

定
例
会

・
町
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

8
月
30
日
（
日
）

・
四
部
落
太
鼓
踊
り
奉
納
・
反
省
会

・
恒
岡
誠
氏
（
轟
地
区
在
住
）
叙
勲

祝
賀
会

8
月
31
日
（
月
）

・
地
方
創
生
事
業
講
演
会

町
長
動
静　
　
（
8
月
１
日
～
31
日
）

　
（
新
生
児
）　　
　
　
（
保
護
者
）　 （
自
治
会
）

𠮷ヨ
シ
ダ田　

啓ケ
イ
ト人　
　
　

 

和
希　

  　

 

稲
葉
崎
上

鳥ト
リ
マ
ル丸　

咲サ

エ恵　
　
　

 

雄
平　

  　

 

松
本

中ナ
カ
オ尾　

優ユ

リ

ア
里
愛　
　

 
優
志　

  　

 

御
手
洗

祁ケ
ド
ウ
イ
ン

答
院　

大ダ
イ
ゴ琥　
　

 
孝
一　

  　

 

支
区
外

永ナ
ガ
ノ野　

煌キ
ラ　
　
　
　

 
寿
春　

  　
 

支
区
外

（
平
成
27
年
8
月
届
出
分
）

（
平
成
27
年
8
月
届
出
分
）

（
平
成
27
年
8
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

四
ッ
枝
前
の
野
田
和
久
さ
ん
か
ら

（
中
山
照
雄
さ
ん
死
去
）

新
町
の
德　

律
子
さ
ん
か
ら

（
博
人
さ
ん
死
去
）

会
田
の
藤
垣
裕
美
子
さ
ん
か
ら

（
濵
﨑
化
子
さ
ん
死
去
）

竹
田
栗
野
の
本
村
守
さ
ん
か
ら

（
シ
メ
さ
ん
死
去
）

御
前
野
の
上
園
義
秋
さ
ん
か
ら

（
福
美
さ
ん
死
去
）

原
口
西
の
前
田
美
子
さ
ん
か
ら

（
ソ
デ
子
さ
ん
死
去
）

別
府
の
久
美
田
親
見
さ
ん
か
ら

（
親
義
さ
ん
死
去
）

長
谷
下
の
佐
别
當
良
一
さ
ん
か
ら

（
サ
ネ
さ
ん
死
去
）

諏
訪
の
原
田
行
男
さ
ん
か
ら

（
三
千
さ
ん
死
去
） 

町
外
の
岡
本
ツ
ヤ
子
さ
ん
か
ら

（
比
良
田
二
三
四
さ
ん
死
去
） 

　
（
故
人
）　　
　
　
　
（
亨
年
）　    （
自
治
会
）

久
美
田　

親
義	

98
歳	

別
府

原
田　

三
千	

82
歳	

諏
訪

濵
﨑　

化
子	

81
歳	

大
王

佐
別
當　

サ
ネ	

95
歳	

長
谷
下

澤
畔　

サ
エ	

93
歳	

稲
葉
崎
上

本
村　

シ
メ	

98
歳	

竹
田
栗
野

大
薄　

ノ
ブ	

89
歳	

老
谷
前

井
手
上　

ミ
エ	

91
歳	

会
田

川
野　

ト
シ
子	

79
歳	

山
下
中

安
樂　

正
一
郎	

57
歳	

支
区
外

竹
ノ
上　

ア
ヤ	

93
歳	

町
外

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人口の動き
住民基本台帳による

※外国人を含む
（　）は前月比

人口　 10,095人（ ー  8人）
  男　　 4,676人（ 　  2人）
  女　　 5,419人（ ー 10人）
世帯数　4,936戸（ ー  8戸）
　転入　　 25人
　転出　   21人
　出生　　   6人
　死亡　　 18人

平成27年8月末現在

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】



木工体験

豚汁大盤ふるまい（7日）
全国から全国から全国から全国から全国から
　トップア　トップア　トップア　トップア　トップア

ーーティストティストティストティスト

　　　　　
　ここに集

結！
　　　　　

　ここに集
結！

　　　　　
　ここに集

結！
　　　　　

　ここに集
結！

　　　　　
　ここに集

結！
　　　　　

　ここに集
結！

　　　　　
　ここに集

結！

鹿児島県

湧水町

～

町制
施行10周年～

人

と
自然が織りなす芸術

のま

ち

ゆうたんもくるよ！

チェンソーアート大会チェンソーアート大会チェンソーアート大会チェンソーアート大会チェンソーアート大会チェンソーアート大会チェンソーアート大会チェンソーアート大会チェンソーアート大会チェンソーアート大会チェンソーアート大会チェンソーアート大会チェンソーアート大会チェンソーアート大会チェンソーアート大会チェンソーアート大会チェンソーアート大会チェンソーアート大会チェンソーアート大会

栗野駅栗野駅

栗野岳栗野岳

霧島アートの森霧島アートの森

栗野岳
レクリエーション村
栗野岳
レクリエーション村

至えびの至えびの

い
き
い
き

セ
ン
タ
ー

く
り
の
郷

い
き
い
き

セ
ン
タ
ー

く
り
の
郷

湧
水
町

役
場

湧
水
町

役
場

栗野工業高校跡栗野工業高校跡
至鹿児島空港至鹿児島空港

栗野I.C.栗野I.C.
九州
自動
車道

お問合せ先：チェンソーアート大会（湧水町教育委員会生涯学習課）　℡0995-75-2142
高原フェスタ彫刻造形展（湧水町役場商工観光課）　　　 ℡0995-74-3111

木登り体験

丸池湧水丸池湧水

彫刻造形展　湧水茶ふるまい　大霧地熱発電所見学ツアー（7日）
地場産品市場　アートマーケット　高原コンサート　自然観察ウォーキング（8日）　
絵手紙づくり・紙すき体験　高原お茶会　栗野岳登山　馬車に乗ろうコーナー（7日）　
ポニーと遊ぼうコーナー　乗馬トレッキング（要予約）　チェンソーアート体験　
どんぐりペンダント＆木工手形づくり　竹とんぼづくり　国際交流コーナー　スポーツカイト体験等どんぐりペンダント＆木工手形づくり　竹とんぼづくり　国際交流コーナー　スポーツカイト体験等どんぐりペンダント＆木工手形づくり　竹とんぼづくり　国際交流コーナー　スポーツカイト体験等どんぐりペンダント＆木工手形づくり　竹とんぼづくり　国際交流コーナー　スポーツカイト体験等どんぐりペンダント＆木工手形づくり　竹とんぼづくり　国際交流コーナー　スポーツカイト体験等
★トップアーティストによるチェンソーアートスピードショー！！（8日）
★～平櫛田中賞受賞作家～黒蕨壮氏　チェンソーアート実演会！（8日）

栗野岳レクリエーション村
（霧島アートの森となり）

11/7　・11/8　土 日

イベント満載 !!

入場
無料

雨天決行 10:00 ～ 16:00

※両日、チェンソーアート大会と彫刻造形展が同時開催されます。
※チェンソーアートとは、一本の丸太からチェンソーのみで制作する芸術品です。
※大会は、全国より約50名のアーティストがトップ・オープンクラス別競技を行います。（7日正午～8日）
※霧島アートの森では、「藤浩志展」特別企画展（10/9～12/6）、中高生美術大会2015作品展（10/17～11/8）開催中。　

268

イメージ
日本チェンソーアート競技大会in東栄

※内容は、状況により変更する場合があります。


